
［標準様式例６－２］

契約変更年月日 令和7年3月19日

契約業者名 株式会社浜屋組

契約業者の住所 栃木県矢板市本町１２番６号

工事の名称 Ｒ５今市上流第１床固改築工事

工事場所 栃木県日光市今市地先

工事種別 一般土木工事

工期（自） 令和6年9月6日

工期（至） 令和7年3月25日

変更前の契約金額
（税込）

¥159,280,000

変更金額
（税込）

¥17,710,000

変更後の契約金額
（税込）

¥176,990,000

（第１回、最終）契約の内容

工事概要
（変更した内容につい
て記述する）

流路　　　　　　　　　　　　　　１式（増）
　砂防土工　　　　　　　　　　　１式（減）
　　残土処理工　　　　　　　　　１式（減）
　床固め工　　　　　　　　　　　１式（増）
　　側壁工　　　　　　　　　　　１式（増）
　　魚道工　　　　　　　　　　　１式（増）
　根固め・水制工　　　　　　　　１式（増）
　　作業土工　　　　　　　　　　１式（追加）
　　整形仕上げ工　　　　　　　　１式（追加）
　　護床工　　　　　　　　　　　１式（増）
　構造物撤去工　　　　　　　　　１式（増）
　　構造物取壊し工　　　　　　　１式（増）
　　運搬処理工　　　　　　　　　１式（増）
　仮設工　　　　　　　　　　　　１式（増）
　　水替工　　　　　　　　　　　１式（増）
　　交通管理工　　　　　　　　　１式（増）
共通仮設費　　　　　　　　　　　１式（増）
　共通仮設費　　　　　　　　　　１式（増）
　　準備費　　　　　　　　　　　１式（追加）
　　技術管理費　　　　　　　　　１式（追加）
　　営繕費　　　　　　　　　　　１式（追加）



変更理由

１．砂防土工
現地精査の結果、数量精査（減）をする。
２．床固め工
魚道隔壁ブロックについて、両側を打設しないと構造的に不安定であることか
ら、呼び水水路部を打設したため魚道工を増工する。
３．根固め・水制工
現地精査の結果、既設護岸法尻に根固めがなかったことから、洗掘防止対策と
して作業土工、整形仕上げ工を追加し護床工を増工する。
４．構造物撤去工
現地精査の結果、構造物取壊し工および、運搬処理工の数量精査（増）をす
る。
５．仮設工
現地精査の結果、水替工および交通誘導員の数量精査（増）をする。
６．共通仮設費
受注者と協議の結果、伐木の追加および、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事、遠隔臨場
工事としたため、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事に要する費用と遠隔臨場設備費を追
加する。また、モニタリング調査、施工状況モニタリング調査を追加する。
７．工　期
工期は元設計のとおりとする。


